
予備費の補正・振替について 
２００８年９月１７日 

 
 ２００８年９月１５日バージョンより予備費の振替について学校法人会計基準どおりの

決算書が作成できるようになりました。予備費の補正は「振替としての補正」と「振替で

ない補正」の２種類があります。「振替としての補正」のみ使う場合は科目追加をしない方

法①で良いと思います。両方使う場合は科目追加をする方法②をとってください。 
 
 
 
方法① 
振替科目を使用しない場合・・・予備費の補正額は全て振替として使用する場合 
 
予算設定にて補正額の欄に振替分をマイナス金額で入力します。 

 

 
決算書にて確認 
上段（ ）に振替分が表示されます。 
下段には予備費の残額が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
方法② 
振替科目を使用する場合・・・予備費の振替と予備費の補正を区別したい場合 
 
手順１）初期設定メニューの科目設定にて次の科目を追加してください。 
勘定科目（B/S,P/L） 
 （予備費振替） 

 
資金収支の科目（C/F） 
 （予備費振替） 

 

 
手順２）予算設定の補正額欄にて 
予備費の振替分をマイナス金額で入力します。 

 
予備費の補正は(振替ではない)予備費欄に入力します。 

 
 
確認）決算書では次のように表示されます。 

上段（ ）に振替分が表示されます。 
下段には予備費の残額が表示されます。 

 


